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産業社会の生態学的転換は、地球を居住可能な場所として維持する

ために不可欠の課題である。しかしそれは、すでに地球環境に関心を

もっている少数の人 を々越えて広がっていくのが難しいという壁に突き当

たっている。フランスの記念碑や歴史的建造物は、人々の心に欲望や

感情、誇りを喚起するものである一方、その文化遺産は膨大でありなが

ら十分に活用されていない資源である。

この講演は、ヴェルサイユ宮殿の環境史を手がかりに、国民的記念

建造物が「自然」についてどのような歴史を語るのかを見直す必要があ

ることを考えるものである。現在広く流布している物語は、歴史的に誤っ

ている。なぜなら、それらは、もはや人が住まなくなり博物館へと変容し

た場所に依拠しており、その過程で人間と領域を結びつけていた物質

とエネルギーの流れという「生きた代謝」を失ってしまったからである。と

ころが、こうした代謝の痕跡は史料に豊かに残されているのである。


